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び OD 交通量を与える． 
OD ペア rs間におけるOD 交通量を確率変数Qrsとし，
その平均と分散をそれぞれ E[Qrs]，Var[Qrs]とする．ここ






μkrs 及び(σkrs)2 はそれぞれ OD ペア rs 間の経路 k の（経
路）交通量の平均及び分散，OD ペア rs 間の経路 k の
集合を Krs，OD ペア rs の起点ノード及び終点ノードの総
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aδ は OD ペア rs 間第 k 経路がリンク a を含むと





βα aaa Cxt + で表され
る．ただし，tac はリンク a の自動車旅行時間，ta0 は自由
走行時間，Caは交通容量（固定値），xaは自動車交通量，
α，β は BPR 関数のパラメータである．したがって，リンク
a の期待旅行時間は }])/(1{[E 0




質から E[(Xa)n]は 0s)( =snan dsMd として計算される 8)．
ゆえに期待リンク旅行時間は以下の式となる． 
 




















exp(μas+σa2s2/2)である．ただし，μa (=Σr Σs Σk δarsk μkrs)は
 3 
正規分布の平均，σa2(=η μa)はその分散である．ゆえに
期待リンク旅行時間関数 E[Ta]は μa の式で表される．ここ
で，μa の関数であることを明示するために E[Ta]を ga(μa)
と表記すると，β=4 のとき，ga は次式となる． 
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rsQ μ][E   r∀ s∀ k∀          (9) 
∑ ∑ ∑=






μδμ    r∀ s∀ k∀   (10) 
0≥aμ    0≥rskμ           r∀ s∀ k∀   (11) 
ここで 
ga(・)：リンク a の期待リンク旅行時間関数 













































ド数は 140，リンク数は 456 である． 
モデル適用のために使用した OD 交通量の平均は，
平成 7 年の第 3 回パーソントリップ調査をもとに作成した
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図-2 リンク渋滞損失時間及び早発損失時間（渋滞損失時間の上位 100 リンク，7 時台） 
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